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別記様式1 

主 専 攻 プ ロ グ ラ ム 詳 述 書 

開設学部（学科）名〔生物生産学部（生物生産学科）〕 

プログラムの名称（和文） 水圏統合科学主専攻プログラム 

（英文） Integrative Hydrospheric Science Program 

１． 取得できる学位 学士（農学） 

２． 概要 
生物生産学部では，生物生産に係わる自然科学から社会科学に及ぶ幅広い知識と知恵を身につけさせるこ

とを目標とする。具体的には，①食料生産，生物資源，生物環境，バイオテクノロジーに関する基礎的知識

の修得，②フィールド科学分野の体験学修，③生命倫理や科学技術倫理の理解，④英語等の語学能力や情報

処理能力の修得を目指した教育を行う。 

水圏統合科学主専攻プログラムは，５つのキーワード（海洋生態系，生物環境，水圏生物，水産資源，フ

ィールドワーク）のもとに構成された教員によって実施され，履修する学生は，水圏生物の生理，病理，生

化学，生態，行動，資源，環境についての基本的知識と研究手法，水産生物の増養殖の技術と，これらをと

りまく諸問題についての基本的知識，及びこれらの分野の国際的な課題と進歩を見渡すことのできる広い視

野を身につける。また，水産海洋に関する諸問題の解決策を，自ら調べ計画立案実行し，収集した資料を解

析して取りまとめ，文書及び口頭で発表・討論できる力を養う。 

 本プログラムでは，卒業後に大学院に進学しさらに高度な専門的知識と技能を有した人材や，農林水産関

係の官公庁，農業・食品・化学・医薬等に関係する業界で国際的視野を持った研究者・専門技術者等となる

人材を養成する。 

３． ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針・プログラムの到達目標） 

水圏統合科学主専攻プログラムでは，水圏における食料生産や資源の循環・有効利用を目指す企業や法人

機関等における専門技術者等として活躍できる人材を養成する。そのため本プログラムでは，以下の能力を

身につけ，基準となる単位を修得すると共に規定の到達目標に達し，かつ生物生産学部が定める審査に合格

した学生に「学士（農学）」の学位を授与する。 

●教養教育科目を通して 

（1）自主的・自立的に学修する態度を習慣づけており，情報収集力・分析力・批判力を身につけ，これらを

活用できる。 

（2）ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に

対する関心を持つことができる。 

（3）幅広い知識から，問題を発見し，真に問題解決に役立つ「知識体系」へと統合し，総合的な見地からも

のごとを俯瞰できる。 

（4）一般的な科学的基礎知識を持ち，生物生産学の専門領域への応用展開に必要な知識と技能を理解できる。 

●専門教育のうち専門基礎科目を通して 

（5）生物及び生物圏に関する先端的な話題や基本的な概念を理解できる。 

（6）生物生産学の価値志向性やグローバル化した社会との関わりを理解でき，科学の応用における対話や合

意形成の重要性を理解できる。 

令和８年度入学生対象 
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（7）研究上の不正行為の問題性と研究者・技術者倫理の重要性を理解できる。 

●本プログラムの専門科目を通して 

（8）水圏生物，水産業，水圏環境に関する知識を習得し，水産資源の管理と水産物の利用の方法について理

解できる。 

（9）水産業と水圏環境の保全を両立させるために必要な理論を理解し，水圏生物の諸特性について，生理学，

生化学，生態学的手法を用いて分析・評価することができる。 

（10）水圏生物の取り扱いをその特性に基づいて実施でき，有用水産資源の管理・利用について技術者・研

究者倫理に基づき，多面的視野にたって実践的に応用・活用できる。 

（11）水圏生物の具体的諸事象について，自分の考えをまとめ，文章や口頭で論理的に発表し，議論するこ

とができる。 

４． カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 水圏統合科学主専攻プログラムでは，プログラムが掲げる到達目標を学生に実現させるために，次の方針

に従って教育課程を編成し，実践する。 

（1）教養教育では，平和を希求し，幅広く深い教養と総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養すること

を目指し，さらに実用的外国語運用能力，国際的視野や異文化理解能力，情報活用能力やコミュニケーシ

ョン能力を養成する。また，教養教育の中に基盤科目を配置し，生物生産学の専門領域への応用展開に必

要な科学的な基礎知識と技能を理解する能力を養成する。 

（2）専門教育では，まず，学部共通の「専門基礎科目」を通して，生物及び生物圏に関わる専門基礎力を養

成する。この中には，海外演習，インターンシップ，フィールド演習，科学技術倫理学も含まれ，国際社

会及び地域社会において指導的な活動を行うための想像力と実践性を備えた基礎力，並びに研究上の不正

行為の問題性と研究者・技術者倫理の重要性を理解する能力を養成する。 

（3）本プログラムの専門教育では，水圏生物や水圏環境に関する「専門科目」を通して,これら水圏生物を総

体的に理解できる能力，及び当該分野の「演習」や「実験実習」を通じて，実践的に応用・活用できる技

能を修得する教育を実施する。さらに「卒業論文」により，コミュニケーション・プレゼンテーション・

実践的外国語能力も含めた総合的な問題解決能力を身につけた人材を養成する。 

（4）学修の成果は，各科目の成績評価とともに本プログラムで設定する到達目標への到達度の２つで評価す

る。 

５． 開始時期・受入条件  

生物生産学部では，生物生産学科として一括して入学試験を行う。入学後，１年次前・後期及び２年次前

期において，全学向けに開講されている教養教育科目（教養ゼミ・平和科目・平和共修科目・大学教育入門・

外国語科目・情報科目・領域科目・健康スポーツ科目）を中心に履修する。水圏統合科学主専攻プログラム

への実質的な配属時期は，２年次後期である。 

学生は入学後の１年間，基礎化学実験及び基盤科目を履修し，専門分野を学ぶために必要な基礎的知識を

学修する。その後，２年次の前期では，生物生産学部共通に関わる専門基礎科目を中心に履修する。特に，

生物生産学部共通の実験科目として，食品生命科学リサーチベーシック実験 A・B及び生物資源科学リサーチ

ベーシック実験 A・Bを履修し，生物生産学部共通で必要とされる幅広い分野における基礎的な実験トレーニ

ングを行う。この２年次前期までに，幅広い教養と，英語等の語学能力や情報処理能力，生物生産学部とし

て共通の基礎的知識，生命倫理や科学技術倫理を修得するとともに，各学生が各主専攻プログラムの教育目

標，特徴等を十分理解し，最適なプログラムを選択する。 

２年次後期に，本人の希望と成績により，４つの主専攻プログラム（水圏統合科学，応用動植物科学，食
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品科学及び分子農学生命科学）のいずれかに配属される。当該年度の配属対象者を４等分して各プログラム

に配属されることを原則とする。ただし，小数点以下は繰り上げる。 

なお，プログラムに配属されるためには，規定の｢プログラム配属要件｣を満たさなければならない。 

６． 取得可能な資格 

（1）学芸員の資格 

（2）食品衛生管理者及び食品衛生監視員の任用資格 

  ※取得に関する詳細は，「学生便覧」を参照すること。 

（3）甲種危険物取扱者試験の受験資格 

７． 授業科目及び授業内容 

※授業科目は，別紙１の履修表を参照すること。 

※授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

８．学修の成果 

各学期末に，学修の成果の評価項目ごとに，評価基準を示し，達成水準を明示する。 

各評価項目に対応した科目の成績評価をS=4，A=3，B=2，C=1と数値に変換した上で，加重値を加味し算出

した評価基準値に基づき，入学してからその学期までの学修の成果を「極めて優秀(Excellent)」，「優秀(Very 

Good)」，「良好(Good)」の３段階で示す。 

 

成績評価 数値変換 

Ｓ（秀：90点以上） ４ 

Ａ（優：80～89点） ３ 

Ｂ（良：70～79点） ２ 

Ｃ（可：60～69点） １ 

 

※別紙２の評価項目と評価基準との関係を参照すること。 

※別紙３の評価項目と授業科目との関係を参照すること。 

※別紙４のカリキュラムマップを参照すること。 

学修の成果 評価基準値 

極めて優秀(Excellent) 3.00～4.00 

優秀(Very Good) 2.00～2.99 

良好(Good) 1.00～1.99 

９．卒業論文（卒業研究）(位置づけ，配属方法，時期等) 

（1）目的 

  本プログラムにおける卒業研究では，先端的な研究にかかわることによって，水圏統合科学分野での課

題やその背景を体系的に理解し，課題解決のための基礎的な研究手法を学ぶと共に，得られた結果の解析

と考察を通じて総合的能力を身につけることを目的とする。 

（2）概要と位置づけ 

学生は，指導教員の指導のもと，卒業論文研究を行う。卒業研究を通して，現状の把握（理解力，情報

力）→問題点の発見（分析力，洞察力）→成果の発表（提案力，実行力）のプロセスを経験し，卒業後の

進路で通用する専門家としての能力と技能を身につける。 

  学生は，研究遂行に必要な基礎的な概念，研究倫理等を学ぶとともに，研究計画を立案後，研究実験手

法を学び，研究を実施する。また，得られた研究結果を考察し，次の研究目標を立てる。一連の研究を体

験することにより，最先端の研究活動の概要に接する。研究の成果は卒業論文として取りまとめ，指定の

期限までに提出し，論文試験により評価を受ける。 
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（3）指導教員の決定時期と方法 

①学生の指導教員を決定する時期は，３年次後期とする。 

②指導教員の決定方法は，プログラム担当教員会の規定に従い，担当チューターの指導のもと行う。担当

チューターは，２年次にガイダンスを開催し，各教員の専門を学生に周知する。また，学生に卒業論文発

表会や修士論文発表会に参加するよう指導し，各教員の研究内容を理解させる。３年次前期には，各教員

の研究内容，研究環境等に関する説明会を開催する。また，学生は各教員を訪問し，卒業論文の内容や研

究の環境等を把握する。指導教員の決定は，担当チューターが希望調査と人数の調整を行い，プログラム

担当教員会で了承する。 

１０．責任体制 

（1）ＰＤＣＡ責任体制（計画(plan)・実施(do)・評価 (check)・改善 (action)） 

①計画（plan）・実施(do)は，学部教務委員会及び講義担当者が行う。 

②プログラム担当教員会は，責任を持って主専攻プログラムを計画・実施する。その責任者としてプログ

ラム主任を置く。 

③学部教務委員会は，学部で実施される主専攻プログラムを統括する。 

④学部教務委員会は，各プログラムから選出された委員と学部から選出された委員長等からなる。 

⑤評価(check)は，教育改革推進委員会が行う。 

⑥教育改革推進委員会は，各プログラムから選出された委員と学部から選出された委員長，学部教務委員

長等で構成される。 

⑦教育改革推進委員会は，各プログラムが実施した主専攻プログラムの評価検討を行い，その結果を学部

教務委員会，プログラム担当教員会に報告し，助言・勧告を行う。 

⑧改善(action)は，主専攻プログラムの実施責任母体であるプログラム担当教員会が行う。 

⑨プログラム担当教員会，学部教務委員会は，教育改革推進委員会が行った評価検討後の報告及び助言・

勧告を尊重し，改善のための計画案を作り，実施する。 

⑩各プログラムに，担当チューターを置き，学修指導，生活指導などを行う。 

⑪各プログラムに，卒業論文を指導するための指導教員を学生ごとに配置し，卒業論文指導を通じて卒業

までの指導を行う。 

 プログラム担当教員会，学部教務委員会，教育改革推進委員会は，各役割を責任を持って実行し，お互

いに連携をとりながら，学部教育の計画(plan)・実施(do)・評価(check)・改善(action)を行い，学部教育の改

善に努める。 

（2）プログラムの評価 

①プログラム評価の観点 

  本プログラムでは，「教育的効果」と「社会的効果」を評価の観点とする。 

「教育的効果」では，プログラムの実施に伴う学生の学修効果を判定する。 

「社会的効果」では，プログラムの学修結果の社会的有効性を判定する。 

②評価の実施方法 

  本プログラムでは，上記の評価の観点に従い，４年次後期にプログラムの成果を評価する。「教育的効

果」に関しては，本プログラムを学修した学生の成績及び到達度について，実施した教員グループによる

総合的な評価を行う。また，学生全体のプログラム達成水準を評価し，点検する。「社会的効果」に関し

ては，本プログラムの内容と密接に関連する企業への就職率，公務員試験合格率等を調査することで評価

を行う。一定期間毎に，学生が主に就職する企業の人事担当者にプログラムの評価を依頼する。さらに，
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卒業生にも，当人の自己評価及びプログラムの評価を依頼する。企業及び卒業生に依頼するプログラムの

評価内容は，プログラムの各授業科目及びその内容が社会的活動を行う上で有益であったか，授業内容が

科学技術の変化や社会の変化に対応しているか，今後必要となる授業科目はないか等について，評価や意

見を求める。 

③ 学生へのフィードバックの考え方とその方法 

  教育改革推進委員会は，一定期間毎に，学生へのアンケートやヒアリングを行い，プログラムを点検・

評価するとともに，プログラム内容の見直し，改善のための助言・勧告を行う。 
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別表第1(生物生産学部細則第6条第2項，第17条関係) 

履修表(教養教育科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区
分 科目区分 

要修得

単位数 
授業科目等 単位数 

履修 

区分 

履修年次(注1) 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

教
養
教
育
科
目 

平

和

基

盤

科

目 

平和科目 2  2 必修 ○        

平和共修科目 1 
Fundamentals of collaborative 

learning for Peace 
1 必修 ◎        

大学

教育

基礎

科目 

教養ゼミ 2 教養ゼミ 2 必修 ◎        

大学教育入門 2 大学教育入門 2 必修 ◎        

展開ゼミ 0 (注3) 1  ○ ○ ○ ○ ○ ○   

共
通
科
目 

外
国
語
科
目 

英
語 

(

注
2) 

コミュニケーション基礎 2 
コミュニケーション基礎Ⅰ 1 

必修 
◎        

コミュニケーション基礎Ⅱ 1  ◎       

コミュニケーションⅠ 2 
コミュニケーションⅠA 1 

必修 
◎        

コミュニケーションⅠB 1 ◎        

コミュニケーションⅡ 2 
コミュニケーションⅡA 1 

必修 
 ◎       

コミュニケーションⅡB 1  ◎       

初修外国語(1言語選択) (注2) 4 

ベーシック外国語Ⅰ 1 

選択 

必修 

◎        

ベーシック外国語Ⅱ 1 ◎        

ベーシック外国語Ⅲ 1  ◎       

ベーシック外国語Ⅳ 1  ◎       

情報・データサイエンス科目 4 

情報・データ科学入門(注3)  2 必修 ◎        

データサイエンス基礎(注3) 2 必修  ◎       

領域科目 12 (注3) 
1 又 

は2 

選択 

必修 
○ ○ ○ ○ ○ ○   

社会連携科目 0 (注3)   ○ ○ ○ ○ ○ ○   

健康スポーツ科目 2 (注4) 
1 又 

は2 

選択 

必修 
○ ○       

基盤科目 5 

有機化学 2 

必修 

 ◎       

細胞科学 2  ◎       

生物学実験法・同実験Ⅰ 1  ◎       

計 40  
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○ 履 修 上 の 留 意 事 項  

 

 

注 1：○印は標準履修年次を，◎印はその年次での履修を強く要望していることを表しており，◎，○を示

す年次以降はいつでも履修することが可能である。なお，授業科目により開設期が異なる場合がある

ので，学生便覧の教養教育開設授業科目一覧で確認すること。 

 

注 2：自学自習による「オンライン英語演習Ⅰ」，「オンライン英語演習Ⅱ」及び「オンライン英語演習Ⅲ」の履

修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可能である。なお，要修得単位数を超

えて修得した領域科目及び社会連携科目のうち，使用言語が「英語」の授業科目の単位数は，卒業に必要

な英語の単位に代えることが可能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もあ

る。詳細については，学生便覧の教養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定

の取扱いについて」を参照すること。 

 

注 3：領域科目は，自然科学系科目群から4単位以上，人文社会科学系科目群から4単位以上を修得すること。

ただし，自然科学系科目群の「生物の世界」は入学試験において生物を受験していない者の要望科目

である。他の者は「生物の世界」を修得しても卒業要件単位に含めない。 

4単位を超える情報・データサイエンス科目の修得単位は自然科学系科目群に含めることができる。社

会連携科目は，4単位まで人文社会科学系科目群に含めることができる。展開ゼミは，領域科目に含め

ることができる。 

 

注 4：健康スポーツ科目は，スポーツ実習を履修することが望ましい。 
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別表第2（生物生産学部細則第6条第3項，第17条関係） 

履修表(専門基礎科目) 

（水圏統合科学・応用動植物科学・食品科学・分子農学生命科学主専攻プログラム） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専門基礎科目 27 

基礎化学実験 

生物生産学入門 

微生物学入門 

分子生化学入門 

食料資源論 

生物生産学のための物理学入門 

科学技術倫理学 

生物統計学 

生物環境学 

食品生命科学リサーチベーシック実験 A 

食品生命科学リサーチベーシック実験 B 

生物資源科学リサーチベーシック実験 A 

生物資源科学リサーチベーシック実験 B 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必修科目  計 21単位 

フィールド科学演習 

生物資源科学リサーチフロント 

食品生命科学リサーチフロント 

生理学入門 

公衆衛生学 

2 

2 

2 

2 

2 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  

選択必修科目 

上記科目から6単位選択必修 

(6単位を超える履修単位は各プログラムの選択科目とする。) 
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別表第2（生物生産学部細則第6条第3項，第17条関係） 
○ 水圏統合科学主専攻プログラム履修表（専門科目） 

区

分 

科 目 区 分 
要修得 

単位数 
授 業 科 目 単位数 

履 修 年 次 

1年次 2年次 3年次 4年次 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専

門

教

育

科

目 

専 門 科 目 58 

水圏生物学実験Ⅰ 

水圏生物学実験Ⅱ 

水圏生物学実験Ⅲ 

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実験実習Ⅰ 

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実験実習Ⅱ 

水圏統合科学演習Ⅰ 

水圏統合科学演習Ⅱ 

乗船実習 

水圏統合科学外書講読 

卒業論文Ⅰ 

卒業論文Ⅱ 

卒業論文Ⅲ 

1 
1 
1 
1 
2 
1 
1 
2 
2 
2 
2 
2 

   ○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

必修科目  18単位 
水圏増殖学Ⅰ 

水圏動物学Ⅰ 

水圏生態学Ⅰ 

水圏環境学Ⅰ 

水圏生産科学Ⅰ 

水圏生物多様性論Ⅰ 

増養殖管理学特論 

水圏増殖学Ⅱ 

水圏動物学Ⅱ 

水圏生態学Ⅱ 

水圏環境学Ⅱ 

水圏生産科学Ⅱ 

水圏生物多様性論Ⅱ 

水圏物質循環学 

国際漁業学Ⅰ※ 

国際漁業学Ⅱ※ 

水産社会経済学 

水圏生化学 

応用極限生命科学 

海洋生物学特別実習 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
1 
1 
1 
1 
2 
2 
1 

   ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択必修科目  17単位選択必修 
（17単位を超える履修単位は選択科目とする。） 

※国際漁業学Ⅰ又は国際漁業学Ⅱの履修を希望する者は，原則として国際漁業学Ⅰ及び国際漁業学Ⅱ 

を両方受講すること。 
選択科目 23単位以上修得 

・生物生産学科の他プログラムの専門教育科目（専門基礎科目及び外書講読を除く。）も選択科目に含
めることができる。 
・他学部等の専門教育科目（専門基礎科目を除く。），他大学との大学間協議又は部局間協議に基づ

く提供科目及び派遣先で修得したAIMSプログラム提供科目は12単位まで含めることができる。 
・教養教育科目及び教職に関する科目は含めることはできない。 
・自身が登録した副専攻プログラム又は特定プログラムにより履修した科目は，選択科目に含めるこ

とはできない。 
合   計 125  

〔卒業要件単位数〕125単位（教養教育科目40単位＋専門基礎科目27単位＋専門科目58単位）  9



水圏統合科学主専攻プログラムにおける学習の成果

評価項目と評価基準との関係

極めて優秀 (Excellent) 優秀 (Very Good) 良好 (Good)

(1)

専門分野に関わる課題を解決するために必
要な，学際的・総合的に考える能力や，広
い視野から俯瞰し行動するための知識・理
解

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，優れた力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，十分な力を持っている。

専門分野に関わる課題を解決するために、学際的・
総合的に考える能力や、広い視野から俯瞰し行動す
る能力について，基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的知識・
理解

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
かつ深く理解し，他の項目と関連付けて応用的な説
明ができる。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
十分に理解し，他の項目と関連付けて説明ができ
る。

専門分野を学ぶために必要な基本的な知識があり，
概ね理解し，基本的な説明ができる。

(3)
水圏におけるさまざまな生物の形態学，生
態学，生理学，病理学，生化学，遺伝学的
特性の総体的な理解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

(4)
水産資源の管理，増殖，利用，および水産
業に関する経済動向の理解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

(5)
水産資源の管理・増殖のために必要な生理
学，病理学，生化学，遺伝学的仕組みの理
解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

(6)
水圏生物の形態・生態と水圏環境との関わ
りの理解

基本的な知識があり，かつ深く理解し，他の項目と
関連付けて応用的な説明ができる。

基本的な知識があり，十分に理解し，他の項目と関
連付けて説明ができる。

基本的な知識があり，概ね理解し，基本的な説明が
できる。

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解
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極めて優秀 (Excellent) 優秀 (Very Good) 良好 (Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)
専門的分野を学ぶために必要な基礎的コ
ミュニケーション・情報処理・身体活動の
能力

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，優れた力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，十分な力を持っている。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的なコミュニ
ケーション・情報処理・身体活動の各要素につい
て，基礎的な力を持っている

(2)
専門分野を学ぶために必要な基礎的実験能
力・技能

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を十分身につけており，主体的に応用することが
できる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を十分身につけており，指示に従って実施するこ
とができる。

専門的分野を学ぶために必要な基礎的実験能力・技
能を概ね身につけており，実施の補助ができる。

(3)
水圏生物および水圏環境の諸特性を分析・
評価する手法

水圏生物および水圏環境の諸特性を，主体的に分
析・評価することができる。

水圏生物および水圏環境の諸特性を，指示に従って
分析・評価することができる。

水圏生物および水圏環境の諸特性を，指示に従って
概ね分析・評価することができる。

(4)
水圏生物を飼育管理する基本的手技および
分析方法

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
十分身につけており，主体的に応用することができ
る。

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
身につけており，指示に従って実施することができ
る。

水圏生物の飼育管理の基本的手技および分析方法を
概ね身につけており，実施の補助ができる。

(5)
人間生活における水産業の役割と水圏環境
に及ぼす影響を分析・評価するための手法

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，主体的に分析・評価することができる。

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，指示に従って分析・評価することができ
る。

人間生活における水産業の役割と水圏環境に及ぼす
影響を，指示に従って概ね分析・評価することがで
きる。

(6)
水圏生物に関わる英語の読解力，コミュニ
ケーション力

英語に関する非常に高い読解力を有し，専門的な学術
論文を読むことができるとともに，国際的コミュニケーショ
ン能力を十分かつ深く身につけている。

英語に関する高い読解力を有し，専門的な学術論文を
ある程度読むことができるとともに，国際的コミュニケー
ション能力を十分かつ深く身につけている。

英語に関する読解力を有し，専門的な学術論文を部分
的ではあるが読むことができるとともに，国際的コミュニ
ケーション能力を十分かつ深く身につけている。

総
合
的
な
力

(1)

水圏生物の具体的諸事象について，自らの
対象を設定し，それについての自分の考え
をまとめ，文章や口頭で論理的に発表し，
応答する能力

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，優れ
た力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，十分
な力を持っている。

対象設定力，情報処理・統計整理能力，論理的表現
力，独創的研究力，応答的コミュニケーション能力
といった総合的能力・技能の各要素について，基礎
的な力を持っている

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担っています。自主的・自立的に学習する態度を習慣づけ，情報収集力・分析力・批判力を

基盤とする科学的思考力を養成します。ものごとの本質と背景を広い視野から洞察する力や，国際人として生きるにふさわしい語学力と平和に関する関心を強化します。幅広い知
識を，真に問題解決に役立つ「知識体系」へと統合し，総合的な見地からものごとを俯瞰できる能力を養成します。
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評価項目と授業科目との関係（水圏統合科学プログラム）

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

教養教育科目 平和科目 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 平和共修科目 1 必修 １セメ 100 1

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 １セメ ○ 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 展開ゼミ 1 1-6セメ 100 1 100

教養教育科目 外国語科目 10 必修・選択必修 １-2セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データ科学入門 2 必修 １セメ 100 1 100

教養教育科目 データサイエンス基礎 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 領域科目 12 選択必修 1-6セメ 100 1 100

教養教育科目 社会連携科目 0 1-6セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択必修 １-2セメ 100 1 100

教養教育科目 有機化学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目 細胞科学 2 必修 ２セメ 100 1 100

教養教育科目
「生物学実験法・同実験
I」 1 必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目 基礎化学実験 1 必修 １セメ ○ 100 1 100
専門教育科目 生物生産学入門 2 必修 １セメ ○ 100 1 100
専門教育科目 微生物学入門 2 必修 １セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 分子生化学入門 2 必修 ２セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 食料資源論 2 必修 ２セメ ○ 100 1 100

専門教育科目
生物生産学のための
物理学入門

2 必修 ２セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 科学技術倫理学 2 必修 ２セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 生物統計学 2 必修 ３セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 生物環境学 2 必修 ３セメ ○ 100 1 100

専門教育科目 食品生命科学リサーチベーシック実験A 1 必修 ３セメ ○ 50 1 50 1 100
専門教育科目 食品生命科学リサーチベーシック実験B 1 必修 ３セメ ○ 50 1 50 1 100
専門教育科目 生物資源科学リサーチベーシック実験A 1 必修 ３セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 生物資源科学リサーチベーシック実験B 1 必修 ３セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 フィールド科学演習 2 選択必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目
生物資源科学
リサーチフロント

2 選択必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目
食品生命科学
リサーチフロント

2 選択必修 ２セメ 100 1 100

専門教育科目 生理学入門 2 選択必修 ３セメ 100 1 100

専門教育科目 公衆衛生学 2 選択必修 ６セメ 100 1 100

主要授
業科目

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(6)(6) (2)
総合的な力

(5)
科目区分

授業科目名（一部は
科目区分を表す）

単位数
必修・
選択
区分
開設期

別紙３
評　価　項　目

知識・理解 能力・技能
(3) (4) (1)(2) (3)(1) (1)(5)(4)

（水圏統合科学プログラム）
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科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

科目中
の評価
項目の
加重値

評価項
目中の
加重値

主要授
業科目

科目中
の評価
項目の
総加重
値

(6)(6) (2)
総合的な力

(5)
科目区分

授業科目名（一部は
科目区分を表す）

単位数
必修・
選択
区分
開設期

評　価　項　目
知識・理解 能力・技能

(3) (4) (1)(2) (3)(1) (1)(5)(4)

専門教育科目 水圏増殖学I 2 選択必修 ４セメ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏動物学I 2 選択必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生態学I 2 選択必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏環境学I 2 選択必修 ４セメ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏生産科学I 2 選択必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生物多様性論I 2 選択必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生物学実験I 1 必修 ４セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生物学実験II 1 必修 ４セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 増養殖管理学特論 2 選択必修 ４セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏増殖学II 2 選択必修 ５セメ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏動物学II 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生態学II 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏環境学II 2 選択必修 ５セメ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏生産科学II 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生物多様性論II 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏生物学実験III 1 必修 ５セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実験実習I 1 必修 ５セメ ○ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実験実習II 2 必修 ５セメ ○ 50 1 25 1 25 1 100

専門教育科目 水圏統合科学演習I 1 必修 ５セメ ○ 20 1 80 1 100

専門教育科目 水圏統合科学演習II 1 必修 ５セメ ○ 20 1 80 1 100

専門教育科目 水圏物質循環学 1 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 国際漁業学I 1 選択必修 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 国際漁業学II 1 選択必修 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 水産社会経済学 1 選択必修 ５セメ 100 1 100

専門教育科目 水圏生化学 2 選択必修 ５セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 応用極限生命科学 2 選択必修 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 海洋生物学特別実習 1 選択必修 ６セメ 50 1 50 1 100

専門教育科目 乗船実習 2 必修 ５セメ ○ 50 1 50 1 100

専門教育科目 水圏統合科学外書講読 2 必修 ５セメ ○ 80 1 20 1 100
専門教育科目 卒業論文Ｉ 2 必修 ６セメ ○ 20 1 80 1 100
専門教育科目 卒業論文Ⅱ 2 必修 ７セメ ○ 20 1 80 1 100
専門教育科目 卒業論文Ⅲ 2 必修 ８セメ ○ 20 1 80 1 100

（水圏統合科学プログラム）
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別紙４
水圏統合科学主専攻プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

平和科目（◎）
平和共修科目（◎）
教養ゼミ（◎）
大学教育入門（◎）

有機化学（◎） 生物環境学（◎） 公衆衛生学（○）

細胞科学（◎） 生理学入門（○）
「生物学実験法・同
実験I」（◎）

生物統計学（◎）

生物生産学入門（◎） 食料資源論（◎） 食品生命科学リサーチベーシック実験A（◎）

微生物学入門（◎）
生物生産学のための
物理学入門（◎）

食品生命科学リサーチベーシック実験B（◎）

基礎化学実験（◎） 科学技術倫理学（◎） 生物資源科学リサーチベーシック実験A（◎）
フィールド科学演習（○） 生物資源科学リサーチベーシック実験B（◎）

分子生化学入門（◎）
生物資源科学
リサーチフロント（○）
食品生命科学
リサーチフロント（○）

水圏増殖学I（○） 水圏増殖学II（○） 応用極限生命科学（○）

水圏動物学I（○） 水圏動物学II（○）
水圏生態学I（◯） 水圏生態学II（○）
水圏生産科学I（○） 水圏生産科学II（○）
水圏環境学I（○） 水圏環境学II（○）

増養殖管理学特論（○） 水圏生化学（○）

水圏増殖学I（○） 水圏増殖学II（○）
水圏生物多様性論I（◯） 水圏生物多様性論II（◯）

国際漁業学I（○）
国際漁業学II（○）
水産社会経済学（◯）

水圏増殖学I（○） 水圏増殖学II（○）
水圏動物学I（○） 水圏動物学II（○）
水圏環境学I（◯） 水圏環境学II（○）

水圏物質循環学（◯）

水圏生化学（○）

水圏生態学I（◯） 水圏生態学II（○） 応用極限生命科学（○）

水圏生産科学I（○） 水圏生産科学II（○）

水圏環境学I（◯） 水圏環境学II（○）
水圏生物多様性論I（◯） 水圏生物多様性論II（○）

増養殖管理学特論（○） 水圏物質循環学（◯）

１年

⑥水圏生物の形態・生態と水
圏環境との関わりの理解

①専門分野に関わる課題を解
決するために必要な，学際的・
総合的に考える能力や，広い
視野から俯瞰し行動するため
の知識・理解 領域科目（○）

学習の成果

展開ゼミ

社会連携科目

２年

⑤水産資源の管理・増殖のた
めに必要な生理学，病理学，
生化学，遺伝学的仕組みの理

解

３年 ４年

③水圏におけるさまざまな生物
の形態学，生態学，生理学，病
理学，生化学，遺伝学的特性
の総体的な理解

②専門分野を学ぶために必要
な基礎的知識・理解

評価項目

④水産資源の管理，増殖，利
用，および水産業に関する経
済動向の理解

知
識
・
理
解
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

１年学習の成果 ２年 ３年 ４年

評価項目

情報・データ科学入
門（◎）

データサイエンス
基礎（◎）

「生物学実験法・同
実験I」（◎）

食品生命科学リサーチベーシック実験A（◎）

食品生命科学リサーチベーシック実験B（◎）

生物資源科学リサーチベーシック実験A（◎）

生物資源科学リサーチベーシック実験B（◎）

水圏生物学実験I（◎） 水圏生物学実験III（◎） 海洋生物学特別実習（○）

水圏生物学実験II（◎） 水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習I（◎）

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習II（◎）

乗船実習（◎）
水圏生物学実験I（◎） 水圏生物学実験III（◎）

水圏生物学実験II（◎） 水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習I（◎）

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習II（◎）

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習I（◎） 海洋生物学特別実習（○）

水圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学実習II（◎）

乗船実習（◎）
水圏統合科学外書講読（◎） 卒業論文I（◎） 卒業論文II（◎） 卒業論文III（◎）
水圏統合科学演習I（◎）

水圏統合科学演習II（◎）

水圏統合科学外書講読（◎） 卒業論文I（◎） 卒業論文II（◎） 卒業論文III（◎）
水圏統合科学演習I（◎）

水圏統合科学演習II（◎）

（例） 教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

健康スポーツ科目（○）

外国語科目（◎）

④水圏生物を飼育管理する基
本的手技および分析方法

総
合
的
な
力

①水圏生物の具体的諸事象に
ついて，自らの対象を設定し，
それについての自分の考えを
まとめ，文章や口頭で論理的
に発表し，応答する能力

①専門的分野を学ぶために必
要な基礎的コミュニケーション・
情報処理・身体活動の能力

③水圏生物および水圏環境の
諸特性を分析・評価する手法

能
力
・
技
能

⑥水圏生物に関わる英語の読
解力，コミュニケーション力

⑤人間生活における水産業の
役割と水圏環境に及ぼす影響
を分析・評価するための手法

②専門分野を学ぶために必要
な基礎的実験能力・技能
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別紙５ 

○ 水圏統合科学主専攻プログラム担当教員リスト 

 
（令和 8年 4月 1日現在） 

プログラム 職 名 氏 名 部 屋 番 号 内 線 番 号 メ ー ル ア ド レ ス 

水
圏
統
合
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム 

教 授 海野 徹也 Ａ３０８ ７９４４ umino@hiroshima-u.ac.jp 

教 授 小池 一彦 Ａ４０７ ７９９６ kazkoike@hiroshima-u.ac.jp 

教 授 坂井 陽一 Ａ２０９ ７９７５ sakai41@hiroshima-u.ac.jp 

教  授 冨 山  毅 Ａ２０８ ７９４１ tomiyama@hiroshima-u.ac.jp 

教  授 和田 茂樹 Ｃ３１０ ６８２１ swadasbm@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 浅 岡  聡 Ａ４０９ ７９４５ stasaoka@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 加藤 亜記 
Ａ２０４／ 
水産実験所 

６３７７／ 
0846-24-6781 

katoa@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 国吉 久人 Ａ６０６ ７９４８ hkuni@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 斉藤 英俊 Ａ２１１ ７８９５
 saito@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 豊田 賢治 Ａ２１０ ７８９４ toyotak@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 橋本 俊也 Ａ４１０ ７８９６ thasimt@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 吉田 将之 Ａ３０６ ７９８２ yosidam@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 若林 香織 Ａ３０７ ７９８９ kaoriw@hiroshima-u.ac.jp 

助 教 河合 賢太郎 Ａ４０６ ７２５６ kawai-ken@hiroshima-u.ac.jp 

准教授 中口 和光 呉 基 地 0823-23-4853 
nakaguchi-kazu3@hiroshima-

u.ac.jp 

助 教 加藤 幹雄 呉 基 地 0823-23-4853 katomiki@hiroshima-u.ac.jp 

 

客員教授 大下 誠二
   担当授業科目：国際漁業学Ⅰ･Ⅱ 

 

客員教授 河東 康彦   担当授業科目：増養殖管理学特論 

 

客員准教授 鳥居 享司   担当授業科目：水産社会経済学 

 

客員准教授 Lawrence M. 
LIAO 

  担当授業科目： 

・Introduction to Applied Biological Science I 

・ (AIMS) Global Environmental Issues and 

Managements 

・海外生物生産学演習Ⅰ 
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